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で
す
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市
長
通
信

ハ
ナ
／
하
나 

～
心
を
一
つ
に
～

　

先
日
、
あ
な
ん
で
映
画
を
み
よ
う
会
主
催
の

「
ハ
ナ　

奇
跡
の
46
日
間
」
と
い
う
映
画
を
観
賞

す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。「
ハ
ナ
」
と
は
、
韓
国

語
で
「
一
つ
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、
単
に
数
字

の
一
を
表
す
の
で
は
な
く
、
気
持
ち
や
考
え
方
、

心
が
一
つ
に
な
る
こ
と
を
い
い
、
祖
国
統
一
と
い

う
意
味
で
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
映
画
は
、
１
９
９
１
年
に
千
葉
で
開
催
さ

れ
た
第
41
回
世
界
卓
球
選
手
権
大
会
に
史
上
初
め

て
南
北
統
一
チ
ー
ム
と
し
て
参
加
し
た
選
手
た
ち

の
熱
い
友
情
を
描
い
た
秀
作
で
す
。
政
治
や
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
壁
を
乗
り
越
え
、
南
北
朝
鮮
融
和
の

象
徴
的
話
題
と
し
て
大
き
な
注
目
を
集
め
た
大
会

で
し
た
。

　

歴
史
的
に
戦
争
に
よ
る
惨
禍
は
数
え
き
れ
ま
せ

ん
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
、
ド
イ
ツ
は
40
年

に
わ
た
っ
て
分
断
さ
れ
、
１
９
９
０
年
に
東
ド
イ

ツ
の
州
が
西
ド
イ
ツ
に
加
入
す
る
と
い
う
形
で
再

統
一
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
１
９
５
４
年
、
北
緯
17

度
線
で
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国(

北
ベ
ト
ナ
ム
）

と
ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
（
南
ベ
ト
ナ
ム
）
に
分
断
さ

れ
た
両
国
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
に
よ
り
１
９

７
６
年
４
月
に
南
北
統
一
が
な
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム

社
会
主
義
共
和
国
が
誕
生
し
ま
し
た
。
一
つ
の
民

族
が
分
断
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
境
に
よ
り
政
治

的
・
心
情
的
分
断
を
さ
れ
る
こ
と
ほ
ど
不
幸
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
西
ド
イ
ツ
統
一
で
８
０
０

０
万
人
の
人
口
を
誇
る
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
が
誕

生
し
、
ベ
ト
ナ
ム
に
至
っ
て
は
南
北
統
一
後
40
年

足
ら
ず
で
人
口
が
約
３
倍
に
ま
で
急
増
、
順
調
に

経
済
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

拉
致
問
題
と
い
う
大
き
な
課
題
も
存
在
し
ま
す

が
、
私
た
ち
の
隣
国
で
あ
る
南
北
朝
鮮
が
統
一
さ

れ
た
な
ら
、
７
３
０
０
万
人
の
国
家
が
誕
生
し
ま

す
。
朝
鮮
半
島
が
将
来
統
一
さ
れ
た
と
き
、
人
口

規
模
で
は
西
欧
の
主
要
国
並
み
（
フ
ラ
ン
ス
６
５

８
２
万
人
、
イ
ギ
リ
ス
６
１
８
０
万
人
）
の
国
家

が
、
日
本
、
中
国
、
ロ
シ
ア
の
要
の
場
所
に
生
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
東
ア
ジ

ア
の
安
定
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

１
９
８
９
年
11
月
９
日
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩

壊
し
た
と
き
、「
壁
が
横
に
倒
れ
る
と
、
そ
れ
が

橋
に
な
っ
た
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自

由
の
素
晴
ら
し
さ
を
人
々
が
享
受
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

日
本
に
は
「
水
滴
石
を
穿う

が

つ
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
絶
対
不
可
能
だ
と
思
わ
れ
た
こ
と
も
、

時
が
可
能
に
す
る
こ
と
を
歴
史
が
証
明
し
て
い
ま

す
。

　
「
ハ
ナ
」
と
い
う
単
語
が
、
世
界
の
共
通
語
に

な
る
日
が
一
日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
祈
ら
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

農
用
地
区
域
の
変
更
申
請

（
除
外・編
入
）は
お
早
め
に

　

市
で
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
「
農
用

地
区
域
」
の
平
成
26
年
度
後
期
の

変
更
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
（
農

林
水
産
課
備
え
付
け
）
に
必
要
書

類
等
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間　
11
月
４
日
㈫
～
28
日

㈮提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林

水
産
課
企
画
係
（
☎
22

－

１
５
９

８
）
へ

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
募
集

　

平
成
27
年
４
月
採
用
の
職
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

試
験
区
分　
地
域
福
祉
課
職
員

採
用
予
定
人
員　
３
人
程
度

受
験
資
格　
昭
和
60
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
社
会
福
祉
士
国

家
資
格
と
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
有
す
る
方

申
込
期
限　
11
月
14
日
㈮

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

試
験
日
お
よ
び
内
容
　

▼
第
１
次
試
験　

11
月
30
日
㈰

　
（
一
般
教
養
・
小
論
文
）　

▼
第
２
次
試
験　

12
月
14
日
㈰

　
（
面
接
）

申
込
方
法　
阿
南
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
市
民
会
館
内
）
備
え
付
け

の
「
受
験
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
11
月
14
日
㈮
ま

で
に
地
域
福
祉
課
へ
持
参
ま
た
は

郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
は

「
書
留
郵
便
」
と
し
、
３
９
２
円

分
の
切
手
を
貼
付
し
、
宛
名
を
記

入
し
た
定
型
の
封
筒
（
２
３
５
㍉

╳
１
２
０
㍉
）
を
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
〒
７
７
４

－
０

０
３
０　

富
岡
町
北
通
９
番
地　

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
23

－

７
２
８
８
）
へ

市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

　

地
域
防
災
力
の
向
上
な
ど
を
目

的
に
、
周
辺
住
民
の
皆
さ
ま
に
よ

る
津
波
避
難
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

の
救
出
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

主
会
場
で
は
、
煙
ハ
ウ
ス
な
ど

体
験
・
見
学
コ
ー
ナ
ー
も
実
施
し

ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
11
月
16
日
㈰　

午
前
８
時

40
分
～
11
時
（
小
雨
決
行
）

場
所　
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
（
主
会
場
）

問
い
合
わ
せ
は　

防
災
対
策
課

（
☎
22

－

９
１
９
１
）
へ
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